
輝

墨

研

究

六
四

縁
起
説
開
展
史
上
に
於
σ
る
三
性
説

石

川

良

呈

佛
教
が
印
度
思
想

一
般
と
同
じ
く
自
我
論
に
そ
の
観
鮎
を
置
き
、
人
生
問
題
の
解
決
の
上
の
根
本
的
な
實
践
的
要
求
と
し
て
輝
定
的
修

行
を
採
用
し
、
不
安
な
る
人
生
の
支
配
力
と
し
て
の
業
か
ら
脆
し
て
以
て
不
攣
不
動
の
境
地
に
安
住
せ
ん
こ
と
を
理
想
と
し
な
が
ら
、
途

に
、
こ
れ
を
超
越
し
得
た
の
は
、
佛
教
が
繹
迦
牟
尼
世
奪
と
い
ふ
最
大
最
高
な
る
歴
皮
的
人
絡
者
の
髄
験
的
保
諮
の
下
に
、
即
ち
そ
の
自

畳
、
詮
法
、
行
動
に
基
礎
を
置
く
と
い
ふ
意
識
の
上
に
成
立
し
π
と
い
ふ
確
信
か
ら
で
あ
ら
う
。

佛
教
は
後
に
は
種
々
に
攣
遽
し
た
け

れ
ど
も
、
そ
の
思
想
の
根
底
を
流
れ
る
も
の
は
常
に
佛
で
あ
り
法
で
あ
り
、
縁
起
で
あ
り
心
で
あ
り
中
道
で
あ
つ
て
、
佛
陀
の
龍
現
實
誰

せ
ら
れ
た
無
上
な
る
知
見
よ
り
必
然
的
に
等
流
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
何
れ
で
も
こ
れ
を
徹
底
的
に
推
し
つ
め
れ
ば
途
に
そ

　
　
　

れ
ら
全
髄
に
關
す
る
の
で
あ
る
が
、
「
そ
れ
縁
起
を
見
る
も
の
は
法
を
見
、
法
を
見
る
も
の
は
佛
を
見
る
。」
と
云
は
れ
て
ゐ
る
よ
う
に
、

縁
起
観
が
法
観
の
中
心
で
あ
つ
た
.こ
と
は
孚
は
れ
ぬ
歴
史
的
事
實
で
あ
ら
う
。

　
　
　

然
ら
ば

「縁
起
を
見
る
」
と
は
如
何
な
る
こ
と
で
あ
ら
う
か
。
縁
起
法
と
は
、
義
読
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
十
二
の
縁
起
支
の

一
汝

の
解
繹
と
共
に
、
所
謂
る

「此
有
故
彼
有
、
此
起
故
彼
起
、
謂
縁
無
明
行
乃
至
純
大
苦
聚
集
」
な
る
法
詮
が
舞
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る

が
、
之
は
更
に
、
此
有
故
彼
有
が
因
縁
洗
と
し
て

「
謂
縁
無
明
行
縁
行
識
乃
至
如
是
如
是
純
大
苦
聚
集
」
と
訟
か
れ
て
ゐ
る
と
共
に
、
叉

一
面
に
於
て
、
「
謂
無
明
行
若

(諸
)
佛
出
世
若
未
出
世
此
法
常
佳
法
住
法
界
、
彼
(諸
)
如
來
自
所
畳
知
成
正
等
畳
爲
人
演
訟
開
示
顯
獲
」
・



す
と
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
縁
生
法
に
於
て
も
、

「
謂
縁
無
明
有
行
、
内
至
縁
生
有
老
死
」
と
し
て
十
二
縁
起
支
に
つ
い
て
の
同
じ
檬
な
内

容
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を

一
見
す
る
と
、
全
く
そ
の
何
れ
が
眞
の
見
縁
起
な
る
か
、
そ
の
異
別
の
必
要
さ

へ
も
明
確
に
し
得
な
い
の

で
あ
る
。
何
れ
が
明
知
見
で
あ
り
何
れ
が
無
明
の
見
で
あ
ら
う
か
。

へ
　
　

雑
阿
含
に
よ
る
な
ら
ば
、
無
明
と
は
所
謂
る
無
知
で
あ
り
、
眼
耳
鼻
舌
身
意
に
於
で
、
或
は
五
受
陰
に
於
て
、
そ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
無
常

で
あ
り
生
滅
法
な
る
こ
と
を
如
賢
に
見
す
知
ら
す
無
間
等
な
ら
ざ
る
こ
と
、
明
と
は
そ
れ
を

「
六
鰯
入
虞
に
於
て
如
實
に
知
見
し
、
明
畳

悟
慧
、
無
間
等
な
る
」
に
名
つ
く
る
名
で
あ
る
Q
帥
ち
縁
起
と
は
、

「
此
れ
有
る
が
故
に
彼
有
り
、
此
れ
起
る
が
故
に
彼
起
る
」
と
い
ふ

　
る
　

凡
て
の
現
象
の
相
依
相
待
、
相
互
依
存
の
關
係
で
あ
り
、
そ
の
十
二
の
名
数
も

「彼
の
諸
の
如
來
が
自
ら
此
の
法
を
畳
し
て
等
正
畳
を
成

じ
、
諸
の
衆
生
の
爲
め
に
分
別
し
演
読
し
、
開
磯
顯
示
せ
ら
れ
」
た
も
の
で
あ
り
乍
ら
、
「我
が
所
作
に
非
す
、
亦
飴
人
の
作
に
も
非
す
」

し
て

「佛
の
出
世
不
出
世
に
拘
ら
す
常
佳
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
凡
て
は
無
常
で
あ
つ
て
(諸
行
無
常
)
、
人
生
の
苦
樂
も
こ
の
無
常
で
あ

し

な

わ

も

ね

し

わ

る
諸
法
の
所
産
で
あ
る
以
外
に
別
に
そ
の
自
性
な
し

(諸
法
無
我
)
と
如
實
に
知
見
す
る
と
こ
ろ
に
縁
起
を
打
ち
破
つ
て
之
を
室
に
齢
せ

つ
こ

し
め
た

一
切
皆
室
の
當
髄
に
解
脱
し
た
と
こ
ろ
が
印
ち
。

十
二
因
縁
常
相
績
起
無
生
如
實
見
不
顛
倒
無
生
無
作
非
有
爲
無
住
無
爲
非
心
境
界
寂
滅
無
相

と
し
て

「
以
是
故
、
見
十
二
因
縁
帥
是
無
上
道
具
足
法
身
」
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
義
詮
法
詮
を
読
く
の
は
、
自
作
自
畳
の
常
見
に

　
　
　

堕
し
、
或
は
他
作
他
畳
の
断
見
に
堕
す
る
こ
と
か
ら
離
れ
し
め
、
中
道
に
於
で
読
法
せ
ん
が
た
め
で
あ
り
、
こ
ム
に
も
見
ゆ
る
如
く
、
室
を

　
ず
　

龍
得
す

る
と

い
つ

て
も
決

し

て
虚

無
絶

滅

に
蹄
す

る

こ
と

で
は
な

い
。
「
若

し
無

明
な

ら
ば
前

相
を

爲
す

が
故

に
諸
悪

不
善

の
法

(無
噺
無

憶

.
邪
見
.
邪
志

.
邪
語

.
邪
業

.
邪
命

・
邪
方
便

.
邪
念

・
邪
定
)
を

生
す

る
も

、
若

し
明
起

ら
ば
前

相
を

爲
す

も
諸

の
善

法

(漸
塊
樋
生

・
正
見
・

　
ご

　
　
　

正
志

.
正
語

・
正
業

.
正
命

・
正
方
便

.
正
念

・
正
定
)
を

生
す

」

る

の
で
あ

り
、

世
俗

に

し
て
有
漏

、
生

住
異

滅

に

し
て
有

爲
な

る
内
畳

の
若

　
き
　

　
　
　

苦
若
樂
不
苦
不
樂
は
、
出
世
間
に
し
て
無
漏
、
不
生
不
佳
不
異
不
滅
に
し
て
無
爲
な
る
内
畳
の
そ
れ
と
な
り
、
眞
室
妙
有
、
凡
て
は
自
圭

活
動
の
申
に
取
入
れ
ら
れ
、
縁
起
そ
の
ま
ム
が
自
由
と
し
て
韓
換
し
て
來
る
の
で
あ
る
。

縁
起
設
開
展
史
上
に
於
け
る
三
性
説

六
五
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六

か
Σ
る
原
始
根
本
佛
教
の
極
意
は
大
乗
佛
教
に
於
て
も

一
貫
し
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
相
當
に
攣
遷
し
複
雑
化
し
た
鍮
伽
唯
識
の
教
學

も
そ
う
し
た
縁
起
観
の
獲
展
し
た
結
果
と
見
る
べ
く
、
手
近
に
は
偏
依
圓
の
三
性
読
に
於
て
も
、
こ
れ
を
明
確
に
認
め
る
こ
と
が
出
來
る

と
思
ふ
。
帥
ち
、
唯
識
三
性
論
は
、
迷
悟
と
い
ふ
立
場
か
ら
、
縁
起
詮
に
關
す
る
各
種
の
類
型
の
う
ち
、
特
に
そ
の
典
型
的
形
態
た
る
十

二
縁
起
詮
を
、
識
を
中
軸
核
心
と
し
た
十
種
縁
起
を
立
場
と
し
て
、
雷
ひ
得
る
な
ら
ば
論
理
的
に
展
開
せ
し
め
泥

一
読
明
形
式
で
あ
る
と

考
え
得
る
の
で
あ
つ
て
、
差
別
せ
る
森
羅
の
萬
有
は
、
そ
の
盟
性
を
求
む
れ
ば
悉
く
因
縁
所
生
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
依
他
起
性
と
呼

ぶ
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
無
明
の
知
見
に
よ
つ
て
迷
の
立
場
か
ら
見
た
.時
に
は
偏
計
所
執
性
、
明
の
知
見
に
よ
つ
て
悟
の
立
場
か
ら
如
實
に

観
す
れ
ば
圓
成
蟹
性
と
言
ひ
得
よ
う
。

一
心
に
基
い
て
縁
起
の
法
則
を
如
實
に
知
見
す
る
こ
と
が
佛
教
に
於
け
る
解
脆
観
の
眞
髄
で
あ
り
、
人
生
に
封
す
る
中
道
的
批
判
の
結

論
で
あ
る
上
は
、
佛
教
を
根
本
的
に
理
解
す
る
の
用
意
と
し
で
、
そ
の
畿
達
の
背
後
に
土
台
と
し
で
豫
想
さ
れ
る
心
観
の
嚢
達
が
密
接
不

離
の
關
係
に
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
來
な
い
で
あ
ら
う
。
帥
ち
こ
玉
で
は
縁
起
観
の
開
展
皮
上
に
於
け
る
三
性
読
の
位
置

に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
縁
起
読
か
ら
唯
識
詮

へ
登
展
し
で
ゆ
く
論
理
的
な
根
擦
を
め
ぐ
つ
で
若
干
考
え
て
み
た
い
と
思
ふ
の
で
あ

る
o註

①

中
阿

合
経
、
巻

第
七

、
(
三
〇
〉

募
跡

喩
経

(正
藏

一

四
六

七
、

a
)。

佛
説

稻
芋

経

(縮
藏

、
宙

七
、

五

五
右
)
。

②

難
阿
含

維

、
巻
第
・十

ご
、

錦
十

六
輕

(正
藏

二
、

八
五
頁

a
i
b

、

二
九

八
経

)
。

③

巷
第

九
、

二
十

二
経

(
正
藏

二
、
六
〇

頁
、

b
i

c
、

二
五

一
経

、。
巻

第
十

、
第

一
経

、
(
同
、

六
四
-

五
頁

、

二
五
六
ー

八
経
)
、

八
、
第

二
緯

(同

、

一
九
八
買
)

な

ど
。

④

正
藏

二
、

八
五
買

b
、
難

阿
含

巻
第

†

二
、

二
九
九
経
。

⑤

縮
藏
、

宙

七
、

五
五

丁
右
、
佛

説
稻
芋

緯
。

⑥

正
藏

二
、

八

五
頁

c
、
難

阿
含

巻
第
十

二
、

三
〇
〇

経
。

⑦

同

一
九

八
頁

b
、
靴

阿
含

巷
第
十

八
、

七
四

八
維

。

⑥

同

五
六
頁

a
、

同
右
、

巷
第

八
、

一=
一
九
経

。

及
び
巻
第
+



⑨

同

八
三
頁

c
も

同

右

、
春

第
十

二
、

二
九

三
経
d

二

　
た
　

数
多
き
原
始
阿
毘
達
磨
の
論
書
の
中
、
そ
れ
ら
の
綜
合
と
も
見
る
べ
き
大
毘
婆
娑
論
に
依
る
な
ら
ば
、
受
化
者
の
爲
め
に
世
奪
に
ょ
つ

て
施
設
せ
ら
れ
た
縁
起
論
の
代
表
的
な
形
式
が
、
e
、

一
切
有
爲
法
を
総
じ
て
縁
生
法
な
り
と
観
す
る
一
種
縁
起
詮
を
は
じ
め
、
口
、
因

と
果
と
の
二
種
縁
起
詮
、
及
び
、
日
、
こ
れ
を
三
世
の
中
に
各
々
有
り
と
す
る
六
種
縁
起
詮
、
四
、
三
世
の
別
を
い
ひ
、

或
は
煩
悩

(無

名
・
愛
・
取
)
と
業

(行
と
有
'
及
び
事

(鹸
支
)
と
す
る
三
種
縁
起
詮
が
あ
り
、
叉
、
倒
、
現
在
の
八
支
を
無
明

.
行
及
び
生
と
老
死
の
四

に
揖
入
す
る
四
種
縁
起
論
と
、
之
を
蓮
に
伽
、
過
去
未
來
の
四
支
を
現
在
の
八
支
に
播
入
す
る
八
種
縁
起
詮
、
㈲
、
前
際
の
七
支
を
愛

.

取

・
有

・
生

・
老
死
の
五
に
揖
入
す
る
五
種
縁
起
論
と
、
そ
の
逆
の
㈹
、
後
際
五
支
を
前
際
の
七
支
に
雛
入
す
る
七
種
縁
起
読

な

ど
あ

9
、
更
に
噸
、
大
因
縁
法
門
経
に
詮
く
九
種
縁
起
(説
、
㈲
、
城
喩
経
に
詮
く
十
種
縁
起
読
、
口
、
智
事
印
ち
酸
智
論
に
見
ゆ
る
が
如
き
十

一
種
縁
起
論
、
及
び
轡
、
原
始
契
経
の
多
く
が
傳
え
る
最
も
廣
読
さ
れ
た
所
謂
る
十
二
縁
起
読
、
以
上
の
十
二
種
類
が
墾
げ
ら
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
が
、
今
、
便
宜
上
、
更
に
こ
れ
ら
を
そ
の
趣
旨
と
す
る
と
こ
ろ
に
随
つ
て
匿
分
し
て
み
る
な
ら
ば
、
無
明

(即
ち
惑
)
に
基
黙

を
置
く
立
場
か
ら
詮
く
と
こ
ろ
の
云
は
ぼ
無
明
本
説

(
又
は
惑
本
詮
)
1

こ
れ
に
封
し
て
明
を
立
脚
黙
と
し
て
詮
く
明
本
説
も
考
え
得

る
ー

と
、
も
う
一
つ
識
を
中
心
と
し
基
鮎
と
し
て
詮
く
識
本
詮
、
と
の
二
つ
又
は
三
つ
の
読
き
方
が
あ
る
と
思
ふ
。
而
し
て
前
掲
せ
る

十
二
種
の
縁
起
読
の
中
で
、
城
喩
経
に
詮
く
が
如
し
と
せ
ら
れ
る
十
種
縁
起
読
こ
そ
明
か
に
識
本
詮
の
立
場
を
と
る
も
の
と
し
て
、
こ
』

に
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
o

　
お

　

 邸
ち
、
雑
阿
含
経
第
十
二
に
見
え
る
と
こ
ろ
の
城
喩
経
に
よ
る
な
ら
ば
、

我
憶
下
宿
命
未
7成
二正
畳
一時
上
、
.猫

一
翻
庭
專
精
輝
思
作
二是
念
叩
何
法
有
故
老
死
有
、
何
法
縁
故
老
死
有
。
印
正
思
惟
生
二如
レ實
無

間
等
幻
生
有
故
老
死
有
、
生
縁
故
老
死
有
。
如
ン
是
有
取
愛
受
隅
六
入
虞
名
色
、
何
法
有
故
名
色
有
、
何
法
縁
故
名
色
有
。

即
正
思

縁
起
読
開
展
史
上
に
於
け
る
三
性
説

六
七



輝

學

研

究

六
八

惟

如
レ
實

無
縁
等

生
。

識
有

故
名

色
有

、

識
縁
故

名

色
有
。

我

作
二
是

思
惟

一時

、
齊
レ
識
而

還

不
レ
能

ン
過
ン
彼
Q

謂

縁
レ
識

名

色
、

縁

二

名
色

一
六
入
盧
、

・
:

・
如
レ
是
純

大
苦

聚
集

。

と

記
さ
れ

て

ゐ
る

の
で
あ

つ
て
、

識
を

限

り
と

し

て
そ

れ

以
上

に
過

ぎ
す

と
す

る

こ
の
齊
識

而
還

不
能

過

彼

の
語

に
極

め
て
注
意

さ

る

べ

　
る
　

き
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
帥
ち
こ
の
十
種
縁
起
が
所
謂
る
識
本
読
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
Q

と
こ
ろ
が
十
二
縁
起
支
の
中
に
於
て
は
、
六
腱
帥
ち
内
外
の
六
庭
と
し
て
、
略
に
解
す
る
場
合
内
が
六
根
、
外
が
六
境
、
合
せ
て
十
二

塵
と
な
り
、
具
さ
に
は
内
の
六
庭

(能
縁
)
の
中
に
能
所
を
分
つ
て
六
識
と
六
根
そ
れ
に
外
の
六
虞

(
所
縁
の
封
境
)
と
し
て
の
六
境
と

で
十
八
界
を
形
成
し
、
名
色
帥
ち
五
蔽
と
合
し
て
所
謂
る
三
科
と
な
り
、
か
玉
る
三
科
の
盤
系
を
背
景
に
し
て
根
を
所
依
と
す
る
識
が
境

に
燭
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
最
後
支
で
あ
る
老
死
か
ら
逆
に
遡
つ
て
名
色
に
至
る
ま
で
は
色
心
二
法
が
等
分
に
扱
は
れ
て
ゐ
る

の
で
あ

る

が
、
第
三
支
の
識
支
で
は
次
の
名
色
印
ち
五
葱
の
第
五
の
識
蔽
の
み
と
な
つ
て
居
り
、
識
に
封
す
る
色
練
及
び
受
想
行
の
三
蔽
は
そ
の
姿

を
消
し
て
そ
の
前
に
第
二
の
行
支
と
第

一
の
無
明
支
と
が
先
行
し
て
い
る
、
印
ち
無
明
に
縁
り
て
行
あ
り
行
に
縁
り
て
識
あ
り
と
論
か
れ

て
居
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
識
本
読
の
立
場
か
ら
無
明
と
行
と
の
二
支
を
識
と
し
叢

扱
ふ
な
ら
曜

萬
法
唯
識
と
道
破
せ
ら
れ
る
如

く
識
よ
り

一
切
の
色
心
諸
法
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
や
が
て
唯
心
論
又
は
少
く
と
も
唯
心
論
的
傾
向
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る

に
至
つ
た
理
由
で
あ
り
又
後
に
於
て
種
子
論
が
展
開
せ
ら
る
N
に
至
つ
た
所
以
の
本
擦
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

識
は
普
通
八
識
論
で
い
ふ
前
六
識
と
解
せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
中
前
五
識
は
眼
根
を
所
依
と
す
る
眼
識
と
か
耳
根
を
所
依
と
す
る
耳
識
と

か
云
ふ
ふ
う
に
、
根
と
識
と
が
所
依
と
能
依
と
の
關
係
に
立
つ
て
ゐ
る
。
し
か
し
こ
ふ
で
問
題
に
な
る
の
は
第

六
意
識
が
依
つ
て
以
て
所

依
と
す
る
意
根
と
は
何
か
と
い
ム
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

こ
れ
に
就
い
て
搬
…大
乗
論
に
適
切
な
解
読
が
あ
る
。
即
ち

「
意

(
根
↑)
に
二
種
あ
り
」
と
し
、

「
等
無
間
縁

の
所
依
止
と
な
る
無
間
滅

の
意
識
」
(
唯
識
教
學
の
第
八
阿
　糧
耶
識
を
ひ
き
出
す
も
の
)
と
、
「
四
煩
悩

(身
見

・
我
慢

・
我
愛

・
無
明
)
と
恒
に
共
に
相
慮
す
る
染

汚
の
意
」
(第
七
末
那
識
)
と
を
羅
げ
て
解
繹
し
、

八
識
読
が
建
立
さ
れ
る
所
以
の
過
程
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
成
唯
識
論



　
　
　

に
よ

る
な

ら

ば
、
第

七
識

を
末

那

と
名

づ

け

る
所
以

に

つ
,い
て
、

「
彼

(
第

八
阿
頼

耶
識

)

に
依

つ
て
韓
じ

て
彼

(
第

八
阿
媚
　耶
識

)
を

縁
す

、

思
量

す

る
を

も

つ

て
性

と
も

相

と
も
爲

す

、
四
煩
悩

と
常

に
倶

な
り

、
謂
く

、

我
療

と
我
見

と
並
に
我
慢

と
我

愛

と
な
り

、
及

び

　
　
　

絵
の
鰯
等
の
ご
と
き
と
も
倶
な
り
」
と
読
き
、
阿
頼
耶
識
を
建
て
る
に
つ
い
て
の
論
讃
申
、
阿
頼
耶
と
名
づ
け
る
所
以
を
、

「
此
の
識
に

は
具
に
能
藏
と
所
藏
…と
執
藏
と
の
義
有
る
が
故
に
、
謂
く
、
難
染
の
與
め
に
五
に
縁
と
爲
る
が
故
に
、
有
情
に
執
せ
ら
れ
て
自
の
内
我
と

爲
る
が
故
に
」
と
読
か
れ
て
居
り
、
第
七
末
那
識
の
た
め
に
我
な
り
我
所
な
り
と
せ
ら
れ
る
が
故
に
阿
頼
耶
に
は
執
藏
…の
義
あ
り
と
せ
ら

れ
、
無
明
に
縁
り
て
行
あ
り
と
論
か
れ
る
か
ら
、
帥
ち
雑
染
の
た
め
に
互
に
縁
と
な
る
鮎
に
つ
い
て
行
は
展
開
し
て
阿
頼
耶
識
と
し
て
取

扱
は
れ
、
行
を
規
定
す
る
無
明
は
末
那
識
と
し
て
取
扱
は
れ
て
い,)「
是
の
如
資
二
一法
は
展
韓
し
て
相
僑
る
こ
と
讐
へ
ば
束
薦
の
倶
時
に
し

　
り
　

て
韓
す
る
が
如
し
、
若
し
此
の
識
無
く
ん
ば
彼
の
識
の
自
…燈
は
慮
に
有
る
べ
か
ら
す
」
と
し
て
、
経
に
読
か
れ
て
居
る

「
識
は
名
色
に
縁

た
り
、
名
色
は
識
に
縁
た
り
」
の
所
以
が
解
読
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
八
識
の
う
ち
、
眼
等
の
前
五
識
は
五
の
相
似
の
義

(
近
く
は
略
述
法
相
義

・
上
三
)
に
依
つ
て
、
ま
と
め
て
前
五
識
と
云
は

れ
外
門
に
縛
す
る
現
量
で
あ
る
が
、
第
六
意
識
は
内
外
に
轄
じ
、
三
世
に
通
じ
現

・
比

・
非
の
三
量
に
通
じ
、
名
色
及
び
六
麗
支
に
尋
い

で
鰻

.
受
等
と
開
展
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
二
支
に
於
て
は
、
假
り
に
此
庭
に
人
が
あ
つ
て
、
根
と
境
と
識
と
の
三
が
和
合
し
て

鱗
邸
ち
認
識
を
成
す
る
こ
と
は
詮
明
出
來
て
も
、
第
六
意
識
は
た
.と
へ
ば
極
悶
絶
な
ど
の
場
合
に
於
て
は
若
干
時
の
間
意
識
が
断
絶
し
て

無
意
識
の
状
態
を
現
す
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
帥
ち
、
以
て
與
え
ら
れ
た
刹
那
汝
々
の
認
識
は
解
詮
す
る
こ
と
が
出
來
て
も
、
一
貫
し
た

生
命
は
も
と
よ
り
、
認
識
に
基
く
そ
の
作
用
を
す
べ
て
解
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
こ
玉
に
於
て
何
か
そ
の
奥
に
横
た
は
る
と

こ
ろ
の
唯
内
門
に
韓
じ
て
而
も
恒
と
審
と
に
思
量
す
る
更
に
内
面
的
な
潜
在
識
の
何
も
の
か
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
恒
審
思
量
の
末
那

識
が
考
え
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。
然
ら
ば
更
に
既
に
末
那
識
に
よ
つ
て
恒
に
審
に
思
量
し
て
自
の
内
我
と
な
す
と
云
ふ
自
の
内
我
と
せ
ら

る
ム
も
の
は
何
か
。
刹
那
汝
六
に
前
滅
後
生
し
て
、
恒
に
韓
す
る
こ
と
暴
流
の
如
き
阿
軽
耶
識
が
こ
れ
で
あ
る
と
し
て
、
八
識
読
の
威
立

を
み
る
の
で
あ
る
。

縁
起
説
開
展
史
上
に
於
け
る
三
性
説

六
九



輝

學

研

究

七
〇

末

那
識

に
依

つ
て
自

の
内
我

と
せ

ら
れ

る
時
は
迷

界
を

展
開

す

る
本

源
総
髄

と
た

り
、

無
明
を

滅

し
て

明
知
見

に
住

し
た

時

に
は

、
縛

識
得

智

し
て
大

圓
鏡

智
と
な

り
悟

界
を
展

開

す

る

の
で

あ

る
。

誰
①

第

二
四
拳
、
雑
羅
第

一
中
補
特
伽
羅
納
息
第
三
之

二
、
正
藏

二
七
、

=

=
H
、
a
l
b
。

②

長
阿
含
経
巻
第
十
、
(
=
二
)
大
縁
方
便
灘
、
(正
藏

一
、
六

一
買
b
)
及
び
中
阿
含
輝
巷
第
十
四
、
(
九
七
〉
木
因
経
、
(
正
藏

一
、
五
七
八
買
b
以

下
)
滲
照
。

③

正
藏

二
、
八
〇
頁
、
b
i

c
、
(
二
八
七
)
,
叉
、
城
邑
純
と
も
呼
ば
れ
る
。
中
阿
含
経
巻
,第

一
に
七
法
品
城
喩
輕
第
三
と
名
つ
く
る

一
経
を
存
す

る
が
こ
れ
は
同
名
異
経
で
關
係
は
な

い
。
な
ほ
、
法
賢
奉
詔
灘

の
佛
論
奮
城
喩
経
が
縮
識
方
等
部
宙
七
、
四
〇
左
以
下
に
見
ら
れ
る
が
そ
の
内
容
は

難
阿
含
あ

そ
れ
と
略

々
同
様

の
も
の
〉
よ
う
に
思
ふ
。

④

註
②

の
佛
説
篤
城
喩
緯
に
は
こ
の
と
こ
ろ
を
唯
此
識
縁
能
生
諸
行
山
是
名
色
縁
識
と
述

べ
て
ゐ
る
。
な
ほ
、
玄
奨
秦
認
課

の
縁
起
理
道
経

(縮
藏

宙
七
、
三
七
左
以
下
)、
支
謙
課
貝
多
樹
下
思
惟
十

ご
.因
縁
経

(
同
上
、
三
九
丁
)
に
も
同
様

な
教
説
を
見
出
す

こ
と
が
出
來
る
。

⑤

壇

}
阿
含
経
巻
第

三
十

一
、
第
四
経

(
正
藏
二
、
七

一
八
頁
a
!

c
)

に
よ
る
な
ら
ば
、
十

二
縁
起
の
生
槻
滅
親
を
舵

い
た
後
、
時
復
生
二
此
念
↓

　

　

　

　

　

　

此
識
最

爲
二
原
首

↓
令
三
人
致

二
此
生
老

病
死
↓

然
不

レ能

レ
知
ご
此

生
老

病
死

生
之

原
本

一
と
し
て
城

喩
を
以

て

こ
れ
を
示

し
、
更

に
、
無

剴
起

則
行

起
、

行

所
レ
造
者

復
由
二
於
識
↓

我
今

以
賄
ご
於
…識
↓

今
與
二
四
部

之
衆

}而

説
二
此
本

↓
皆

當
レ
知
二
此
原

本
所
官
起

、
知
レ
苦
知

レ集

知
レ
鑑

知
レ道

念
使
二
分

明
↓

以
知
二
六
入
一則

知
二
生
老

病
死

一
六
入
滅
則

生
老

病

死
滅

。

云

々
と
説

い
て

ゐ
る
。

⑥

正
藏

ご
=

、

=

二
三
c
、

(
玄
焚
灘

)。

⑦

成

唯
識
論

、
巻

四
、

=

一
丁
右
。

⑧

成

唯
識
論

、
巻

ご
、

=

一丁

左
。

⑨

成
唯
識
論

、
巻

三
、

三
四

丁
右
。

⑩

難

阿
含
維

巻
第
十

二
、

二
八

八
、

(正
藏

二
、

八

一
頁

b
)
に
、
轡

如
三
三
盧

立
二
於

究
地
↓
展

韓

相
依
、

而
得
二
竪

立
↓
若

玄
二
其

一
二
一
亦
不
レ
立
、

若
去
土
其

二
二

亦
不

レ
立
、

展

韓
相
依

、.
術
得
二
竪

立
↓
識

縁

一名
色

一
亦
復
如

γ
是
、

展
韓
相

依
、

而
得
二
亙
長
ゆ

と
見

え
て

ゐ
る
。

三

(
1
)

 普

通

に
は

、
心
意

識
は

ゐ
心

は
集

起

の
義

に
、

意
は

思
量

の
義

に
、

識
は
.了
別

の
義

に
あ

て
ら

れ
、

こ

の
心
と

意
と
識

と
を

「
但

だ
名



異
る
の
み
に
し
て
義
.は
同
じ
」
と
執
し
て
同
騰
論
を
な
す
と
こ
ろ
か
ら
、
撰
論
に
所
謂
る
有
鹸
師

(倶
舎
論
な
ど
)
に
於
て
は
六
識
詮
し

か
考
え
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
を

一
々
の
別
髄
と
し
て
見
る
と
こ
ろ
か
ら
唯
識
八
識
詮
が
成
り
立
つ
て
來
る
と
せ
ら
れ
る
の
で

あ
る
が
、
以
上
に
於
て
大
凡
説
明
し
た
如
く
、
識
本
読
の
立
場
に
立
つ
て
十
二
縁
起
支
を
解
す
る
時
に
は
、
そ
こ
に
自
ら
論
理
的
蹄
結
と

し
て
癬
大
乗
論
や
唯
識
論
に
見
る
八
識
詮
が
展
開
せ
ら
れ
る
こ
と
が
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
印
ち
三
性
読
な
ど
の
所
謂
る
唯
識
の
教
學

髄
系
は
、
識
を
基
鮎
と
し
中
軸
核
心
と
し
た
十
種
縁
起
読
の
立
場
に
於
て
、
十
二
縁
起
支
を
よ
り
論
理
的
に
考
察
を
す
玉
め
た
形
に
於
て

解
読
し
た
も
の
で
あ
り
、

「
緻
起
を
見
る
も
の
は
法
を
見
る
、
法
を
見
る
者
は
佛
を
見

る
」
と
い
ふ
聖
言
の
如
く
、
以
て
群
迷
を
し
て
佛

道
に
入
ら
し
め
ん
と
し
た
も
の
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

註
①

暴
、大
爽
論
本
巻
上
、
依
止
勝
相
中
衆
名
品
第
「
、
正
藏
三
一
、
一
一
四
、
c
。

縁

起
、設
開
展

吏
.上

に
於

け
る

三
性
設

七

一


